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(4) ランドサット TM データを用いた道路沿道の局地的騒音予測システムを提案して，道路沿道における騒音防止
対策を検討する上で実用に供することを示すとともに，道路沿道住民の環境に対する意識構造の評価に関して，多
属性平均不効用関数を用いて環境影響を複合的に評価することによって，騒音，大気汚染，景観阻害など種々の環
境影響要因を一元的に把握することが可能となることを示している。
(5) 道路沿道環境保全に対して，立場の異なったグループ間の合意形成について，凸依存性を考憲したグループ効用
理論を用いて，相手の立場も考慮した集団意思決定をモデル化し，そこでは社会的倫理性に立脚した合意形成に向
けての議論が可能であることを示している。
以上のように，本論文は，騒音に関する環境管理を目的として，種々の観点から騒音を予測して評価するシステム
を開発することによって，多くの有用な知見を与えており，環境保全を目的としたシステム工学の発展に寄与すると
ころが大き ~ìo よって本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
